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北京における歴史的環境保全制度の変遷並びに現在の構成
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This　research　takes　one　ofthe　most　important　Chinese　cultural　city　and　the　Chinese　capital，BeOing，　as　an　object　of　study．　We

grasped　the　fbrmation　process　ofthe　historical　environment　conservation　system　and　made　clear　it’s　present　structure．　From

the　development　of　the　conservation　system　on　regulation，planning　and　projects，we　divided　the　fbrmation　process　into　flve

periods　and　grasped　the　special　fbature　of　every　period．　Especiallメwe　analyzed　the　problems　of　the　conservation　system　on

historical　cultural　ci1う！」conservation　dfstricts，historical　relIcs　and　architectures　that　have　certa霊n　degree　ofhistorical　values．Fina11）～

the　relationship　of　governments，citizens　and　specialists　was　made　cleaL
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1　研究の背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る3）・4）・5）・6）・7）・8｝。また、北京の歴史的環境の保全をめぐり、日中でも

　1982年より、中国各都市の急激な都市再開発事業や旧市街地の歴　　多くの関連研究が行われ注3）、平永泉氏9）によって90年代末までの北

史的景観の大きな変容に対して、国レベルの保全制度として国家歴　　京における名城保全状況が紹介されている。本研究は北京における

史文化名城（以下名城）制度が発足した。しかし、様々な特徴を持　　歴史的環境保全制度の全体像と課題を明らかにするため、規制・計

つ歴史地区の保全や整備などに充分な対応ができず、柔軟性が低い　　画・事業三つの面から制度全体に注目したものである。3章では、既

などの問題点があったと言われているP。このため、1986年に第2回　　往研究の内容を参考に、90年代末までの保全制度の発展経緯を整理

名城指定が行われた際に、歴史保全地域を都市開発地域から分離さ　　した。4章では、それ以降の保全制度の発展動向と特徴にっいて独

せて集中的に保存できるように「歴史文化保護区」（以下保護区に略　　自の調査を行った。さらに、5章では、現在の保全制度の構成にお

す）の指定が指示された2）。これによって、単体の文物保護単位（日　　ける保全対象の四層体系の状況及び保全制度の課題を明らかにした

本の重要文化財に相当）、保全地区、都市全体という「三層」の保全　　上で、規制・計画並びに事業に関連する行政部門・市民・専門家な

体系が形成され、全国各地で展開されることとなった注L）。　　　　　ど各主体の役割を分析した。

　首都である北京では、2008年のオリンピックに向け、90年代末か

ら旧城内での再開発が加速し、歴史的環境の保全は最大の危機を迎　　2　研究方法及び研究対象地の概要

えている注2）。これらを改善するため、近年、北京の歴史的環埠の特　　　本研究では（1）中国北京市注4）政府各部門のホームページ、国家図書

徴に応じて一連の保全制度が作成されているが、地区整備による伝　　館、設計単位（計画案の担当部門）で、保全制度の関連資料を収集

統建築の取り壊しや強制的な住民移転による住民の不満等多くの問　　した。（2）規制・計画の運用及び事業の実施状況及び問題点について

題を残している。そのため、まず、保全制度の発展状況及び現状を　　実地調査を2005年6月、10月と2006年6月に毎回2週間程度行った。

明らかにすることが重要と考える。また、豊富な歴史的資源を持ち、　　（3）99年以降の保全制度の発展状況及び保全実態に着目し、北京の歴

巨大都市全体の保全と急速な開発との両立を試みる事例として、今　　史的遺産保全や都市計画部門（市文物局、都市計画委員会）の担当

後の発展途上国における都市保全の参考になると思われる。　　　　　者、規制・計画の作成者及び事業実施地区の住民へのヒアリングを

　近年の中国における都市開発と歴史的環境の保全に関する日本の　　通じて、保全制度の成立背景、形成経緯と各主体の関係を把握した。

既往研究では、名城制度を対象とした葉華らによる中国の歴史的環　　分析方法としては、保全制度の発展経緯を踏まえて現状を明らかに

境保全制度の研究2）、西安、蘇州、燗台、ハルビン、上海等の各歴　　するため、既往研究2）・9》・1°）を参考にした上で独自の時期分けを行っ

史的都市を対象とした歴史的環境保全についての関連研究などがあ　　た。また、都市全体（面）、保全地区（面）及び文物保護単位（点）の
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いわゆる三層体系を基礎にして、有保護価値建築を独自に「網」と

いう四層目と捉えて保全制度体系を整理した。

　北京は、図一1より中央の地域が、旧城と呼ばれる明代からの古

都であり、多くの歴史的遺産が残っている。図一2は旧城の区域及

び保護区の第一回指定を受けた25地区、第二回指定を受けた15地区

のうち5地区及び第3回に追加された3地区と拡幅の地区を示した。

また、第二回の残り10地区は図一1に示した。表一1注6）では旧城、市

区の旧城以外の地区、市域の市区以外の地区における国、市、区・

県三級文物保護単位と保護区及びまだ文物にならず、文物調査に

よって登録された歴史的建物、保護四合院注7）の数を示した。旧城内

φ
北京市概要：

総人ロ；約1492万人

　戸籍人ロ1約1160万人

　総面積：16，410k㎡

行政区：16区、2県

市区人ロ：704万人

市区の面積：1042k㎡

　旧城人口：約165万人

　旧城の面積：62k㎡

B，第2回指定の保護区：B6．西郊清

代皇家園林　B7．模式ロB8．宛平

城B9．三家店B10．川底下B11．

焦庄戸B12，盆道城B13．楡林墜

B14．古北口B15．遥橋硲や小口

に、単体保全対象及び保護区、特に保護四合院が集中している。　　　　　図一1　北京市市域及び歴史文化保護区の分布図

北京は建国後の国家鰍6・年k力燃1ヒ大靴よる社舞非i購騨
会混乱及び1978年からの経済改革といつ社会背景　を経て、1961年　　　　・・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁　垂
に国の「文物保護暫行条例」注8）によりら ?S」と言われる国・省　」麗1認　　輪…翻綴繍・露魚

禦

町勇1，、1：誕離綴鑛

回，轡，i灘藻漿1書
一髄　　　　1、　　　；策戴三条一八条脚東交競

急保全と騰1958年の一回目の市文物悉皆認び市級文物の選・・ P・．癩1蝿一鳶鮎＿一璽…
轡鞭られる・しかし・北京は5・年代に旧贈心とする都市鴨ゴ働㍗一扇瞬岬鱗難臓
発展の論争注［°｝及び1958年の「都市建設総体計画」により面的伝統景　　、　1　　∴．　　　　　1・　　　　　　　　劉∵◎，購区騰翻

観の価値を否定し、都市開発は旧騨壁を含めた大量の伝統的建　疑繍一慮謡｛喚婆義灘瓢灘雍

造物、歴史的環境を破壊した9）。このように、この時期は面的保全

を考えず点騨蘇全のみを行った段階である。　　　　図一2北京旧城区域及び歴史文化聡区の分布注51

3，2　第2期　歴史文化名城保全制度による都市全体保全の草創期　　　　　表一1　北京歴史的遺産の保全現状（数字は件数）

（1982～1989）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一

　1982年には国は名城制度を創立し、北京を第1回国家歴史文化名　　　　　　　　　　文物保護単位　　　　　　34

城として指定臨これを購・、1983年の「1ヒ京都腱設緋計　鱗護対躯章欝潭慧単位

画」では、旧城の風貌や特徴を保全し、歴史的建造物に限らず周辺　　　　　　　　区、県級暫保文物保護単位

環境も含めて保全すべきなどと提言した9）。これにより、「北京市文　　　　　　　　文竺調套リスト

物保護管理条例」等法規の公布及び国家・市級文物保護単位の保全　　骨　　　　　　小計

範囲や建設制限地帯の指定を行うことで歴史的建物周辺環境の保全　　　墨全地区　1歴史文化保護区

措置とした・また・80年代後半・旧城内に増加した高層ビルに対し　　て実施し、道路拡幅を止め、違法建築と工業建築を撤去、移転した。

て・「北京市市区建築高度制限方案」等の幾つかの高さ制限に関する　　また、伝統建築の修繕を行い、住民の住環境と伝統景観を改善した

規制が制定されたが・法律効力が弱く・90年代に・違反が多く発生　　13）。しかし、保護区では規制と計画がほぼ作成されず、具体的な実

したB＞。このように・この時期には北京で点的保全対象の拡張及び　　施細則も各地区の範囲も確定されず、保護区制度は中身が存在しな

面的都市保全概念の形成が見られる。　　　　　　　　　　　　　　い状態のまま放置され、そのため度々制限を無視した再開発事業が

3・3　第3期　歴史文化保護区の設立による三層保全体系の草創期　　行われた。1999年までに、旧城内の牛街と城外噸和園路の二つの保

（1990～1998）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護区で再開発がなされ、地区の歴史的環境は完全に消失した注13）。こ

　1990年以降・旧市街地の住i環境を整備するため・老朽家屋を更新　　のように、この時期に三層保全体系が形成されたが、都市開発に比

する脆砺改造」注n）（以下「危改」）計画が実施された。それによ　べ保護区制度の整備と都市保全の実施が行われず、中身を伴った制

り、土地の有償使用制度削や外国、私有飴の導入で不動産楊が度の策定が課題として残った。

発展し、旧城内で都市再開発ブームが起こった。これに対応して、

1990年、北京が旧城内25地区を歴史文化保護区に指定’公布したこ　　4　90年代末以降保全体系の発展及び特徴

とにより都市全体・保全地区と単体の三層の保全体系が形成された。　　4．1　第4期　三層保全体系の実行・強化と四層の萌芽期（1999～

1992年の「北京都市総体計画（1991～2010）」にも・伝統中軸線・旧　　2004）　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　’

城平面等10点の保全内容を含めた歴史都市全体としての保全案が盛　　（1）名城、保護区という面的な保全制度の具体化

り込まれたm．騰区の整備事業としては国子監地区の一部に対し　1998年、オリンピック離資格の獲得によっ1て、北京は、5轍内

腱翻∴飾繋糞繍＆譜露騰篶　饗錦♂細』紳懸謬撃嚢熱．

旧城内 市区 市域　　　　　　　噂

@　　　　　　6

暦計

隔産 2 1 三二証
離雛位＝仁 34 16 10｛　60

文物保護単位 134 49 51
ナ　　　234

単体保護対象区、県級文物保護単位 1正5 59 327 501

区、県級暫保文物保護単位 39 181 17 237

文物調査リスト 478 310 1733　　2521

保護四合院院落 658 0 0　　658

小計 1458　　615 4211

保全地区　　1歴史文化保護区 一一331@翌弗
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　　文物保　韻　　鰍＿＿＿景禦要開。瀬。＿　　．、　．セの慧鍵L顛＿＿＿＿　　一蘭な都市緬の法規

灘難鎌螺灘鐸量1鱗難欝聯纏難難蹴裡幽警
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全体保　　　　　　　　旧城内局度制1「中華人民共和国都市計画法j1989　1
全の草　　　　　　　　限の重視　　1．旧市街地の再開発における歴史的　　1
創期　　　　　　　　　　　　　　　　　1　環境保全について原則を規定　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　－■一一一一繭肖殉口隅一一■一■■1－■■■ロー■■■一一■」

「北京市文物保全範囲と建設制限地帯管理規定」ユ987
・文化財の周辺環境にっいて面的な保全を策定

「北京市文物建築修繕工事に関する管理弁法」1989

4　’土地所有権を公有化し・国か使用権を行使

　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　「

・騰　　　整罐17屋難藤繍臨幕屡最禰「；欝雑騨灘鵬難選鍵購囎騰　　　難議轟蘇鍛羅
歴史文　　　　　　「嘩人民共和国文物保灘実施細貝ll」1992罷驚鶏騨勲糠，譲騨駿蟹驚欺　　　「嘩人民共和塵有土鞭用権の譲

創期　　　名化　難灘舞雛賭勲額樹甕婁繋盤雛　　　　・　　　　　　「北京市都市総体計画、（1991一

講　　辮難，中華人民共緯易艦、修正、。。2』〒漏旨驚祓濡瀟・1蕪蓬蒲磁………，一一一一一一…

鎌保護区　　i　　il「羅離葡羅瓢；璽繭一噛一一1購瑠艦を加繭する若干
について面的　　　｝　　　｛環境・対・て制・・作成　’　　臼゜r膿騨欝畠魏崖犠法、199、

　　　　　　　　　　　　…　　1　　灘灘難繊醸難li購慧灘羅・
始、網的保全　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿1　・住民遷移の賠償方法

対象とする四　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　「隔購置瞬　　　　　　　　　孤　　　　…蕎礪磁鋼
合院院落保全　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l購聡燕擦載歴滋　　　　　　　　　　　　　　　　　　飴欝鷺　　＿　　　　　＿1

の制定 @　　　・　　　　　　　ウ　　　　　　予定を規定　†
凡例 @口指定文化財の関連制度團保全駆の関連制度〔：コ都市保全の関連制度鰐螺震羅難難制度・制度・糊一時期分けの根拠

　　　　　　慕慧失効された法規　 ①各層の中心保全制度（図5が引用した）

図一3　北京における歴史的環境保全制度の発展

に旧城「危改」事業を完成すると発表した15）。2回目大規模再開発ピー　　でも、規定された都市保全の10項目の内容に対応する詳しい計画を

クの到来に対応して北京は規制と計画の制度強化を始め、名城、保　　作成し、第2回15保護区及び保全範囲を確定した。2004年の「北京

護区に対して制度の整備は3期より実質の段階になった。　　　　　都市総体計画（2004～2020）」では、大規模再開発による旧城の歴史

　1999年にはリストの公布から10年目にしてようやく25保護区の保　　的環境の破壊を認め、保全対象を拡大しつっ、保全制度の整備や保

全・制限区域の範囲を指定する保全計画が作成され、旧城中心地区　　全方法の改善を続けるとした。旧城内第3回3保護区の指定及び4保

の街区・建物形態、用途等都市計画規制を規定した市区詳細計画も　　護区保全範囲の拡大も行われた。これまでの全3回で指定した保護

作られた。2002年に「25歴史文化保護区保全計画」16）、2003年に「北　　区と単体保全地域を合わせ、旧城の約41％を占めることとなった。

京歴史文化名城・北京皇城保全計画jl7）が制定され、マスタープラ　　また、高度制限9メートルの故宮緩衝区は2004年北京市民に公布さ

ンとして地区の整備事業や修建性詳細計画注14）の基になった。保護区　　れ、2005年7月29回世界遺産委員会で認められた。

の計画では地区のゾーニング、土地用途、歴史的建築の保護や利用、　　また、国では、2002年文物保護法修正案において保護区の法的根

城郭、城壁、水系、緑化、道路や胡同体系注L5）、建築高度制限や更新　　拠が明確化された。2004年建設部（目本の国土交通省に相当）は「都

方式、インフラ及び環境整備の実施等についてが明記されている。　市紫線管理弁法」注17）を公布し、実施原則と管理細則注18》を制定した。

保護区内の建物を建築の歴史的価値と建築風貌及び質から6種類に　　都市総体計画を制定する際には、保護区の範囲線を必ず設けること

区分し、それぞれに対応した整備を行うことになった注16）。保護区計　　にした。これにより、各計画と規制の作成で保全対象の補充及び保

画の完成により、保護区での事業の計画案の作成及び実施は統一さ　　全地域の拡大を行い、実際の事業に詳細な現状分析と保全基準を提

れた参照基準ができ、保護区計画の完成前と比べると大規模再開発　　供したと言える。

よりも保全を重視する方向に改めて行くと考えられる。　　　　　　（2＞面的保全事業の実行及び整備方法の検討

名城計画は旧城区を保全重点とし、「三層」保全体系及び伝統文化、　　25保護区計画が作られた際には、保護区に適応する保全事業及び

商業などの無形文化財の保全を目的に作成されたものである。それ　　整備方法の検討も実施された。事業の計画案の作成は都市計画委員
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会が設計部門を指定し、あるいは幾つかの設計部門でコンペを行い、　達、四合院の活用・再生を促進するための施策が盛り込まれた。そ

最後的に行政、専門家チーム及びディベロッパーの意見を参考にし　　れから、伝統四合院に関する観光業の発展によって保護区内旅館、

た上で、設計部門を決めて計画案を完成させる。2002～2003年に南　　レストラン等に転用される四合院が増えている19）。また、保全事業

池子地区が初めて保護区の対象地として整備された。地区内の建物　　では、保護区計画の建築分類を参照し、西合院を歴史的価値及び質

の8割ほどが取り壊され、2階建ての「新四合院」に建て替えられる　　から再調査し、修繕、改築、再建等の整備方法を選択する。

など、歴史的景観が大きく変わった。これと同時に、什刹海保護区　　4．2　第5期　四層保全体系の形成・強化期（2005～）

の姻袋斜街地区はディベロッパーを介入させず、小規模整備と呼ば　　（1）名城保全における法的効力の強化

れる市政府の投資と住民自らの修繕で地区の伝統商業と景観が蘇っ　　　5期では、4期に作成された保全制度を引き続き、その上で、より

た成功例として見られる18）。2003年には、保護区内の6地区注19）の再　　一歩法的効力の強化を行った。2005年には、「北京歴史名城保全条

整備を決定し、2005年からこの1 ?ﾌ鮮魚口・大柵欄地区等の事業が　　例」（以下名城条例）の公布により北京の歴史的環境に対して高い法的

行われている。整備事業は先に住民を移転させ、建物を壊さず、文　　拘束力が向上される。この条例は初めて有保護価値建築を三層保全

物局の鑑定によって処置するという「人房分離」の方法を採用した。　　に入れ、四層保全内容を規定することとなっている。また、保全計

（3）点、線的保全事業の強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　画の作成、運用を担当する各部門の責任者を明確にし、計画の違反、

　2000年5月、北京は3，3億人民元（1人民元は約15円に相当）を出　　また、職責の任を果たさない等の行為に詳細な厳しい制限や罰則を

資して白塔寺、国子監などの百箇所ほどの文物保護単位に対する修　　規定する。特に有保護価値建築に対する取り壊し、改築、増築行為

繕事業を行った。2000～2007年、9．3億人民元（1949～1999年の3倍）　’及び所有者、管理者、使用者は必ず保護・修繕の義務を負い、違反

が修繕事業に使用される。また、線的保全として、中軸線・景観線、　　した場合は10万～20万人民元の罰金が課される。このような重い罰

歴史的河川の保全事業（伝統中軸線の南終点建築一永定門の再建、　金が設定されたことは保全の根拠と保障を強化したと考えられる。

歴史的河川一玉河の回復等）が行われている。名城保全計画では、　　（2）有保護価値建築の制度化

区級文物保護単位にも保全範囲と制限地帯を確定すると規定した。　　　今現在、北京都市計画委員会と都市計画設計院は「北京市優秀近

（4）有保護価値建築という「網」的保全の開始　　　　　　　　　　　現代建築保全計画」（文物保護単位にならない近現代有保護価値建築

　「有保護価値建築」とはいまだに文物保護単位にならず、ある程度　　を対象）を作成途中である。2006年10月に公布された「北京市‘十

の伝統的な特徴と保護価値を持つ、あるいは真正性のある、又は比　　一五’時期における文化事業の発展計画」では、今後「北京市有保

較的に完全な形で歴史要素を伝える四合院と他の建築のことである，　護価値建築の暫時認定基準とプログラム」の研究・作成を行うべき

（「北京歴史名城保全条例」2章14条）。　　　　　　　　　　　　　　　とされた。このように、4期より、建築の選定のみに限らず、名城

　保護i区計画では、伝統四合院と他の有保護価値建築を含める「歴　　条例による保全方法の設定、一部有保護価値建築の保全計画及び統

史遺存」の保全を原則の一っとし、約9，3％の建築を保護類建築（有　　一の認定基準等の制定によって有保護価値建築制度の整備、選定対

保護価値建築に相当）として選んだ且6）。また、重要な近現代建築を　　象の充実及び名城条例の実施と監督は発展を遂げている。

選定し、保全範囲と建設制限地帯を設立するという規定も出された
17）Bそれ以外にも、2002年3月から市文物局の古建築研究所は、旧城　　5　保全制度の構成における保全対象の体系、課題及び各主体の役割

の伝統四合院の調査を行い、2003年12月までに計3回、658箇所文　　5．1　規制・計画及び事業による保全対象の体系と保全制度の課題

物保護単位以外の保護四合院を選定し、標識をっけ、リストを公布　　（D一層目の都市全体保全（図一4）

した。保護区保全事業では、計画案に確定した有保護価値建築を必　　　都市全体保全は、歴史的都市空間の特徴により、旧城に保全重心

ず保存し、建物の状態によって修繕方法を制定する。規制・計画は　　を置くことになっている。その中では、14の保護区を含め、故宮を

まだ作成されていないが、有保護価値建築の概念を満たす多様な選　　中心とする皇城が特別な保護対象として扱われ、保全計画が制定さ

定の形が現れてきた。これによって、都市全体と保全地区の「面」的　　れた。また、消失した歴史要素の復元（城門・櫓、河川・湖等）、現

保全と指定文化財単体の「点」的保全の間に、第四層目の保全と言　　存歴史的要素の保全（城門・櫓、河川・湖、中軸線の節点景観、対

える多数の有保護価値建築の「網」的保全が開始されてきた。　　　　景建築注2D等）及び制限（建築高さ・色彩と屋根形式、中軸線及び景

（5）網の重点的保全対象となる四合院院落の保全　　　　　　　　　　　観線・対景建築周辺の高さ）等（図一5）の手段により、旧城特有

　北京旧城の基礎を構成する四合院院落は各保全計画の重要な保全　　の構造、歴史水系、眺望景観、緑化、色彩等を含めて保全するとさ

対象となり、関連規制も多く作成された。2004年4月には伝統景観　　れる。保全計画は具体的な保全対象と方法を確定し、現存の歴史的

の保持と回復を目指すため、「北京旧城歴史文化保護区家屋風貌修繕　　景観の保全及び新たな景観形成を目指している。また、伝統商業、

基準」が制定された。ここでは保護区内を一般建築と重点建築注2°》に　　芸術等の無形文化財も保全対象としている。しかし、課題は各伝統

分け、四合院を中心に、家屋の屋根、壁、窓、戸、’装飾物及び色彩、　　要素を保全する一方で、保護区以外の伝統建築及び四合院はまだ保

材料、形式などの要素に至る詳細な修繕基準が設定された。そのほ　　全対象とされていないことである。これは、保護区外に質の悪い伝

か、街路に面する建物に設置する屋外広告物、室外機などは景観を　　統四合院が比較的多く、全部の修繕・保全が不可能であるため、大

乱さないようにという要求も出された。また、2004年に制定された　　規模の取り壊しで商業建築・住宅を建てることになっている注22）から

「組織や個人による北京旧城歴史文化保護区の四合院売買の促進に関　　である。激しい再開発に対応して、質がより良い四合院を残して修

する試行規定」により、初めて四合院の売買や賃貸、抵当、継承な　　繕し、それを中心とした投資者の収益性が高い新四合院地区（旧城

どが認可された。税金減免などの優遇策が定められ、修復資金の調　　内の四合院の価格が高騰している）を作り、新築への景観規制で町
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並みの伝統景観を継承できることが最低限の手段であると考える。　　築のみならず、院落の構成が比較的に完全であり、建築構造の状態

（2）二層目の保護区保全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，」／が良い一般伝統建築及び集中的に分布する四合院群落等は、元の場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　◎　　　 0．5　　　 1、0　礒5K漿
　重点保護区と建設制限区に分けられ、重点保護区は地区全体の景　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　顯闘剛騨購ピ三三三懸

新築と改築が可能であるため、厳しい制限が実行できない。保護区　　　　銀錠橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　峯
計画の道路計画では1999年「北京市区中心地区制限詳細計画」に設　　　　　ビ　，4

定された道路紅線を参照せず、伝統景観を膿しないという目標16・＿ソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！♂曜ぎ
が規定されたが、旧城内の交通渋滞を解決するため、多数の道路拡　　　ノ　｝

幅が実施さ純2・・4年・伝統中轍1・ある旧鼓楼嫡は1・・から　1、｛，－

30mに、2005年、大柵欄地区の煤市街が25mに拡幅され、鮮魚口地区　　　ひ」〃勲1

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　撃1　賦　｝ミ蘇’

保護建築についてさえもトラブルが発生し注23）、伝統景観が大きく破　　凝、綴

暮熱鷹膿：灘撫竃鑓罐綴羅
性の重視」が簸できないと考える．　　　　　　留1
保護区の再開発事業（南池子鮮魚・地区等）において蔚ま川

にも25mの東鋪路が新しく作ら臨多くの伝雁築が取り壊され・
嵩ヵﾚ

難㍉譲襲i謎蓑

1さii灘欝

蕪
鷲li蓑醐i

灘灘
懸…麟

藏漏篁繍譲撫難繍響1ヅ灘
あった。移転住民は低価格の補償、郊外に移転後の就職困難、生活　　　　　　1■圏■

不便…等の問題による不満を漏らし、紛争が多く、轍宅の住民黙鍛輩祉，9、ぎ難鑑騨鰍▲淫撚簾

と合意がないまま伝統的四合院を撤去した等の問題も見られた。　　欝市文物保護単位（66）囮歴史文化保護区の拡魑（3）　　　伝統胡周
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　〔コ区文物保護単位（49）　鱒臆歴史文化保護区（18）　　　　●　　伝統景観節点
2006年、住民の苦情を対応して、政府は一部の低価格「経済適用房」　　（r保全範照と制限地帯が設感さスし、てし、ない事例　②保全範囲と制限地帯が設定された事倒

を移転住民に提供した注24）．　　　　　　　　図而各保全体系1、関する保全状況の実例凍城区
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市水務局・同齪「董戴一「＿豊→
　　　　　　　コ　コ　の　ロ　ロ　コ　　　コ　　　コ　ヨ

①市文物局一→1一蔽礁轟「＿鉱→
共同制定　　　iσ）識隷麦勒傑護箪｛載冥杢「

②市都市計画委員会

①、②と共同選定

腱設韻会　’鮪保細直建蘇護修露

1範囲や制限地帯　　　　　1④
1　　　　　　　　　　　　　　ト欄一一一一レ

1（2）歴史文化保護区及び重　l

l・鰹や・設制駆範囲1④

参照聖繕基準　　　　1の設置

欝聴繍クi繍螺轡都市1④
管理、保護、f　　　l　　　　　　　　　　　　巳

市民や専門家　　　1城、保護区の修建性詳細計1

1（5）伝統中軸線、旧城，皇　，

1城、保護区の保護計画、旧1

5困」　＿　＿一　｝　一　一　一　一　＿　一　凶

区、県文化委飴竺→腿蔽旛轄1＿

市

政

府

　　　　　　　　　　成と修正に過大の影響を与えるという指摘もある。

旦［国務院］　罫驚ρ驚ll儲黎隷叢1慕認繍鷹繋

　　　　　　　　　　文物古跡管理委員会が設置され、市政府の文物保全研究・審査・管

制定離擁劉　醇務に渤した・25保護区の保全緬を制定する際に・都市緬

　権講離勘簿　　　　委員会は「歴史文化名城保全専門家庫」を設立し、この専門家の審

　1讐＿一一」　　　査チームが保全計画の修正を行った。また、重要な規制、名城、保

参昭 @　　　　護区等各計画及び事業の計画案の作成、修正や旧城内の建設項目の

相応政府部門　　　　審査は専門家審議会の論証と同意を得ることが必要となった。これ

は法律の強化により専門家の役割を確立させ、大規模再開発の発生
共同選定 鴛ﾈi轍鯉一区糊　　　を抑制していると考えられる・ただし・一舟隻伝罐築の大規模腱

　　都市計画委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て替えを主張する専門家の意見がより多く採用されるという指摘が
　　鴎分局　凡例ロ実施・体④鷲麩崇諦政1L・醸　　あり、朝賭議会の公正性がまだ明らかにされていない．

　　　　　　　　一〔：コ実騰⑥保護単鵬→各主留欝　（3）市民とNP・の役割・2・・4年の「都市紫糖理弁法」で初めて保全

　図一6　規制’計画の作成’運用に関する主体の役割　　　　　　計画の制定及び修正は市民の意見を求めるべきと規定された。名城

所で保全すべきと規定された。しかし、実際では有保護価値建築以　　条例は再びそれを強調し、保護建築の破壊行為を市民が訴える権利

外の一般伝統建築は都市計画委員会の許可を得た上で新築すること　　も明確にした。ここでは・旧城内の「危改」事業では事前に住民の

が可能であり、一般伝統建築の違法破壊行為に対して、罰則もない　　意向調査を行い・インターネット・事業実施地等で作成中の詳細計

ため、保護区でも、事業により大量の一般伝統建築を取り壊すこと　　画案を公示し、意見を求めることになっている・また・個人、市民

があった。北京の保護区は日本の重要伝統的建造物群保全地区と比　　団体の自発的保全活動（四合院の購入・再生・ホームページの作成

べて、一般伝統建築については手厚い保護がなされていない。　　　　及び再開発中の監督活動等）が見られる。旧鼓楼大街と鮮魚口地区

　また、一般伝統建築は主に国有または公有であり、再開発によっ　　等再開発事業に対する反対運動として、NGO、学者・民主党派を含め

て移転される恐れがあるため、自らの資金で修繕するという住民の　　た市民代表が世界遺産大会及び市政府に意見書を提出したことも

熱意が欠乏し、修繕基準の実現が難しいという状況が見られる。　　　あった。しかし、市民参加の増加及び行政がそれ脅重視する傾向が

5．2　法規・計画及び事業における各主体の律割（図一6）　　　　　　ある一方で・事業前の情報公開と個人単位の意見収集という象徴的

（1）各行政部門の関係：「文物保護法」によって国、省（直轄市）、市　　参加は行われるが、計画案Q修正について公聴会のような実質的参

（直轄市の区・県）における三級の文物保護単位はそれぞれの文物局　　加はまだ見られず・市民意見への対応が不透明等の問題点がいまだ

で認定し、それぞれの稼府が審査・公布し、上級政府へ報告して記　　に残っている。また・事業地区の住民に対しての経済補償により投

録することとなる。また、文物保護単位の保全範囲の選定は文物局　　資者への住宅使用権の譲渡を促している。しかし、経済補｛賞は市場

と都市計画委員会注25）が担当し、国級は省（直轄市）により、省、市　　の価格より大分小さいため、移転住民の利益が損なわれる。そのほ

級は同級の担当部門により選定される。国級の場合は省（直轄市）　　か、NPO法人の動きも始まっている。代表として北京文化遺産保護中

文物局が国務院文物行政部門へ報告して記録に載せると規定した。　　心注27）が、歴史文化遺産の保全・宣伝・教育及び行政、学者、市民

また、歴史水系の選定は市水務局と文物局、有保護価値建築修繕基　　の連携を目標に活動している。専門家の出席を請い、行政、市民に

準の制定は市文物局、都市計画・建設委員会が行う等、各規制・計　　保全知識、法律の講義及び助言を行っている。しかし、活動の経費

画の制定は圭に市文物局と都市計画委員会を中心に各行政部門の協　　のほとんどが外国組織から寄贈されたもので、組織も小規模である。

力で行われる。しかし、多機関の権限分散により管理範囲が不明確　　このように、現在市民参加及びNPO活動は単独で活動しているもの

川であり、都市計画委員会の建設決定（特に一般伝統建築の取り壊　　が多く、行政との連携はまだ不十分である。

し）に対して、文物局の権限が弱い等の問題点がある。

　市政府注26）は保全制度の確定及び保全対象の選定の決定権を持っ　　6　結論

と同時に、保護区内建築の分類と保全基準、有保護建築選定基準等　　（1）建国から90年代末にかけては、①文物保護単位が中心の点的単

の制度基礎を作成し（専門家チームや各部門役員の協力で作成し、　体保全、②名城の選定等による都市全体の面的保全の開始、③保護

市政府が会議で決定する）、各部門に提供する。また、区・県政府は　　区選定という地区レベルの面的保全による三層保全体系の創出とい

区級保護対象の決定権の他に、有保護価値建築標示の設置及び保護　　う3期で発展した。しかし、保護区制度はまだ不十分であった。

区の修建性詳細計画、家屋の保全・修繕計画の制定と実施も行う。　　（2）第4期では、単に指定だけでなく、具体的な計画や規制の制定に

　文物建築及び歴史的河川、緑化等の保全事業は文物局等の関連部　　より面的保全制度が強化された・また、保護区において保全事業が

門が行う一方で、保護区の事業は整備地区がある区政府の関連部門　　実行され、点、線的保全事業の強化も行われた。有保護価値建築と

を通して、投資者が申請を都市計画委員会に提出する。文物局、園　　いう「網」的保全が開始され・四層目の萌芽が見られる。

林と住宅管理部門は建築の質等の現状調査を実施し、計画案の修正　　（3）第5期はそれまでの国の制度のみでなく、北京独自の名城保全条

も各部門の審査を受ける。最後は、完成案を市政府に提出すること　　例によって行政責任の明確化、罰則の制定を行い、法的拘束力が向

になる。しかし、投資者としてのデベロッパーの意見が計画案の作　　上した。特に、有保護価値建築の外観変更などが許可制になり、「網」
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的保全が強化された・四層体系が1まぼ確立したと言えよう・　難論認篶灘瀦r鍵雛蕪撫難薩禁謝
（4）従来と比べれば、四層保全体系全体における制度の充実がなされ　　注18）実施原則と管理細則は法規が実施する参照基準及び運用する規範と制

つっあるが、まだ次のような課題が存在して・・る．①姉保全をす注跳壽鳩。、大欄煙袋斜街、三眼井、玉河の，地区、、試験地区

るとしながら・実際は保護区外の伝雛宅地1ま対斜である・②保注，計孫欝躾1慧撫を保護四合院騰中式楼、西洋楼等の建築と

護区内でも一部の伝統建築しか保全されておらず、住民の反対にも　　　定義した。一般房屋は、一般四合院を含めて修繕基準を規定した。

関わらず、道路拡幅噺設による歴史的環境の磯が強行されてい注 恚ﾁ謝斎良い顯を形成するための道路及び顯線の両側に建てられ

る・③文物保騨位も保全範囲と制灘帯が設定されないことが多嘱蹴藷撫騨監識盤磐街・米市嗣文靭同等多くの伝統

い。④有保護価値建築の「網」的保全はまだ開始段階で、数が少な　　注23）市民は鮮魚口地区再開発事業中に6箇所の区級文物保護単位と暫保単位

く、統一された齪基準もない．　　　　　　灘鷺墾銭ご舗蓼、膨儲鰭翻難聖騰翻，讐詣
（5）保全制度の作成と実施は市政府主導であり、文物部局と都市計画　　　b°a「dlD＝25＆ID＝5273＆Page＝3（2007・5・31時点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注24）「経済適用房」は中国の低利潤で低収入階級に住宅を提供する福利政策。
部局が協力して実行している。近年は名城条例により保全事業の審　　注25）1950年代から、北京の文物保護は主に市文化教育部Frにより行われて

査過程に朝家の関与が翻付けられ・眠参加も導入されている．識癌蜜灘門瀞難豫誌講欝1諜繍替輩翻

しかし、保全事業審査の透明性・公正性、市民の実質的参加などの　　　2000年2月に都市計画委員会に改名した。
上で課題がある．市民繊にょる保全活動も存在するが、行政の連注 ?轟專･農瀦蝶器灘舗糠芒こ霧簿鰹
携はとれていない・特に・保全事業前の嬬欝・より類白勺に市注務慧麦讐論靴講離麟糊舌暴揚篇法規処（処は，本

民の意見を反映させる場を作るべきと考える。　　　　　　　　　　の課に相当）処長何戌中氏により創立し、2003年にNPO法人として登録し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。現在は行政、学生ボランティア等をメンバーとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注28）ここでは、文物保護単位及び保全範囲と制限地帯の内容を「北京文物

注9保護条例」から、他の内容を「名城条例」から引用した。また、図4にあ注1）1992年の「北京都市総体計画」は「歴史名城、歴史文化保護区と文物保　　　るが、図6に示されない保全対象は、ほぼ市文物局のみが担当する。

　護単位の三層」保全体系から全面的に歴史的環境を保全すると規定した。
　歴史文化保護区の定義は「ある歴史時期の伝統風貌・民族特色を持つ街区・　参考文献

縫灘鱗i畷鷺雛轍塵癖欝1轟晦謙写北京旧城歴史文化保護区や改善の可一

誤鷲絡懸贈言搬縞畷茜課薪簗饗2）燕潔鞍塾：螺繍諜灘鱗灘護幾

　景観及び歴史価値によって「各級文物保護単位」、「ある程度の歴吏文化価　　　tion　Dist「ict　Syst「m　and　Actual　Condition°f　tPe　Reutilized　Histo「ic

　値を持っ伝統建築や近現代建築」、「一般伝統建築」、「伝統景観と調和する　　　A「chitectu「e　in　Beijin9」’The　CoDfe「ence　of　Asユan　City　PlanniD92006

講繍籔灘麟灘潔薦欝篇1：鷹辮：罐諜窺羅雛鍍1額

（2007年6月10日原稿受理2008年1月28採用決定）
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